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江
戸
時
代
に
江
戸
で
生

ま
れ
た
数
々
の
野
菜
に
、

復
活
の
兆
し
が
出
て
き

た
。
東
京
都
内
の
農
家
と

試
験
耶
が
栽
培
し
て
い
た

「
亀
戸
大
根
≒
金
町
こ
か

ぶ
」
と
い
っ
た
伝
統
的
な

品
種
に
、
卸
売
会
社
が
諧

目
。
珍
し
さ
と
新
鮮
さ
を

前
面
に
「
江
戸
野
菜
」
ブ

ラ
ン
ド
で
販
売
し
た
と
こ

ろ
売
れ
行
き
も
上
々
。

「
伝
統
の
昧
を
守
ろ
う
」

と
料
理
店
や
市
民
団
体
か

ら
生
産
を
後
押
し
す
る
動

き
が
生
よ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
（
鷲
尾
俊
言

●●●｢亀戸大根｣｢金町こかぶ｣
　
宇
住
ね
ぎ
≒
滝
野
川
ご
ぼ
う
」

　
「
大
蔵
大
根
」
…
…
。
都
内
の
地
名

が
つ
い
た
野
菜
は
多
く
、
か
つ
て
東

京
が
▽
六
産
地
だ
っ
た
こ
と
を
物
語

る
。
し
か
し
ほ
と
ん
ど
は
、
現
在
の

品
種
と
比
べ
て
耐
網
性
が
低
か
っ
た

り
形
が
そ
ろ
い
に
く
か
っ
た
り
す

る
。
そ
の
た
め
栽
培
量
は
少
な
く
な

り
、
ほ
と
ん
ど
市
箱
に
出
て
い
な
か

っ
た
。

　
　
　
　
□
　
　
■

　
農
地
面
積
や
農
家
数
自
体
が
減
っ

て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
「
東
京
農
業

に
対
す
る
誤
解
が
あ
っ
た
」
と
、
東

京
シ
テ
ィ
青
果
営
業
開
発
部
の
野
田

裕
課
長
は
話
す
。
付
き
合
い
の
あ
る

市
易
関
係
者
の
ほ
と
ん
ど
が
、
東
京

産
野
菜
の
品
目
や
味
に
詳
し
く
な
か

っ
た
こ
と
に
驚
い
た
。

ブ
ラ
ン
ド
の
定
着
を
目
指
す
江
戸
野
菜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
東
京
・
新
宿
高
島
屋
青
果
売
り
易
で
）

卸と料理店が着目
市民団体も後押し

　
一
方
で
江
戸
川
区
や
葛
飾
区
、
練

馬
区
で
は
地
元
直
売
所
や
料
亭
な
ど

に
伝
統
的
な
野
菜
を
出
荷
す
る
農
家

が
い
る
。
地
名
が
付
い
た
ご
当
地
野

菜
や
地
賜
産
野
菜
が
全
国
的
に
人
気

を
集
め
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
同
社

は
２
０
０
４
年
に
「
江
戸
野
菜
」
ブ

ラ
ン
ド
を
立
ち
上
げ
た
。

　
独
特
の
風
味
と
鮮
度
の
良
さ
に
価

値
を
見
い
だ
し
た
。
Ｊ
Ａ
東
京
あ
お

ば
管
内
の
3
0
戸
の
農
家
が
約
3
0
品
目

を
両
年
で
栽
培
。
出
荷
翌
曰
に
は
都

内
の
店
頭
に
並
ぶ
仕
岨
み
だ
。

　
江
戸
野
菜
を
作
る
練
馬
区
の
渡
戸

秀
行
さ
ん
（
4
0
）
は
、
今
や
作
り
手

が
1
0
戸
も
い
な
い
「
賜
込
半
白
き
ゅ

う
り
」
を
８
年
前
か
ら
作
っ
て
い

る
。
瞑
鎖
が
通
常
の
品
種
の
半
分
程

度
で
、
皮
が
便
く
、
生
食
向
き
で
は

な
い
。
と
こ
ろ
が
漬
物
に
す
る
と
好

評
だ
っ
た
。
「
伝
統
を
守
り
た
い
が

た
め
に
作
っ
て
き
た
江
戸
野
菜
に
脚

光
が
集
ま
っ
て
き
た
の
は
、
経
営
的

に
追
い
風
に
な
る
」
と
考
え
て
い

る
。

　
　
　
　
□
　
　
■

　
農
家
以
外
も
後
押
し
を
す
る
。
曰

本
橋
料
理
飲
食
業
組
合
は
、
江
戸
野

菜
の
宣
伝
を
目
的
に
今
月
８
曰
、
中

失
区
曰
本
橋
で
百
売
し
た
。
同
組
合

長
の
野
永
喜
一
郎
さ
ん
（
6
5
）
は
「
伝

統
の
味
を
守
る
農
家
に
応
え
た
い
」

と
話
し
、
同
岨
合
や
東
京
料
理
業
組

合
に
加
盟
す
る
料
理
店
に
江
戸
野
菜

の
使
用
を
呼
び
掛
け
る
構
え
だ
。

　
0
5
年
度
か
ら
は
東
京
都
農
林
総
合

研
究
セ
ン
字
－
江
戸
川
分
萄
が
小
松

菜
な
ど
江
戸
野
菜
の
収
量
を
上
げ
る

試
験
を
始
め
た
。
都
の
地
域
資
源
再

生
事
業
「
水
湧
（
み
わ
）
く
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
」
で
「
江
戸
東
京
野
菜
　
創
・

再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
も
発
足
し

た
。
運
営
主
体
の
特
定
非
営
利
活
動

法
人
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
）
ミ
ュ
ゼ
ダ
グ

リ
が
、
0
7
年
か
ら
江
戸
野
菜
の
直
売

や
料
亭
へ
の
売
り
込
み
を
本
格
的
に

始
め
た
。

　
値
段
の
高
さ
や
少
な
い
出
荷
量
な

ど
課
題
は
多
い
。
0
6
年
度
の
「
江
戸

野
菜
」
売
り
上
げ
は
約
８
０
０
万
円

で
目
標
に
は
巡
し
て
い
な
い
。
し
か

し
「
果
京
都
民
に
江
戸
野
菜
を
食
ベ

て
も
ら
う
こ
と
は
都
市
農
業
の
ア
ピ

ー
ル
に
つ
な
が
る
は
ず
」
（
東
京
シ

テ
ィ
青
果
の
野
田
課
長
）
と
閲
係
者

は
嗣
待
す
る
。

・ - ･ エ
--

テレビ７面



日
本
橋
で
江
戸
野
菜
を

　
　
ｎ
ｄ
が
『
畷
６
即
売
会
が
大
好
評

日
本
橋
で
葛
飾
元
気
野
菜
を
Ｐ
Ｒ
す
る
直
売
部
会

　
［
東
京
ス
マ
イ
ル
］
Ｊ
Ａ

果
京
ス
マ
イ
ル
葛
飾
直
売
部

会
は
こ
の
ほ
ど
、
中
失
区
で

開
か
れ
た
曰
本
橋
架
橋
9
6
周

年
祭
で
、
即
売
会
を
行
っ

た
。
汀
戸
東
京
野
菜
の
小
松

菜
や
春
午
ャ
ベ
ツ
な
ど
葛
飾

元
気
野
菜
1
0
種
類
３
６
０
点

を
阪
売
し
た
。

　
販
売
を
行
っ
た
大
川
清
一

葛
飾
百
売
部
会
会
長
は
「
今

回
□
本
橋
で
の
即
売
会
は
初

め
て
だ
っ
た
が
、
葛
飾
元
気

野
菜
の
新
鮮
さ
が
Ｐ
Ｒ
で
き

た
の
で
は
な
い
か
」
と
語
っ
。

た
。
　
会
耶
で
は
、
曰
本
橋
料
理

飲
食
業
組
合
が
江
戸
東
京
野

菜
を
曰
本
橋
か
ら
発
信
し
よ

う
と
、
江
戸
東
京
野
菜
の
小

松
菜
、
「
亀
戸
大
根
」
、
ウ
ド
。

　
宇
住
ネ
ギ
」
、
「
金
町
コ
力

ブ
」
の
５
点
セ
ッ
ト
に
説
明

書
を
入
れ
、
Ｉ
嗜
５
０
０
円

で
即
売
。
珍
し
さ
も
手
伝
っ

て
用
意
し
た
１
２
０
咋
も
終

了
時
間
を
待
た
ず
し
て
完
売

し
た
。

の
ら
ぼ
う
菜
の

最
盛
期
に
感
謝
祭

　
Ｊ
Ａ
あ
き
が
わ
五
日
市

　
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
セ
ン
タ
ー

　
【
あ
き
が
わ
】
Ｊ
Ａ
あ
き

が
わ
五
曰
市
フ
ア
ー
ー
マ
ー
ズ

セ
ン
タ
ー
「
あ
い
な
」
は
こ

の
ほ
ど
、
あ
き
る
野
市
の
同

セ
ン
字
古
惑
謝
祭
を
開
い

た
。
感
謝
祭
は
、
例
年
４
月

下
旬
に
行
っ
て
い
た
が
、
五

曰
市
特
産
「
の
ら
ぼ
う
菜
」

が
最
盛
期
を
迎
え
る
こ
と




